
審判員を引き受けるに当たっては、以上のリストを厳守するほか、関係条例並びに施行規則を厳守し適

切に利用することに同意いたします。         
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裏面もご確認ください 

 

体調管理チェックシート 

 ※新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、必ずすべての事項のご記入をお願いします。 

 ※当日は入館時に念のため検温をさせていただきます。 

事業名・会場 地域社会指導者研修会（合気道） 日時 
令和4年3月5、6日(土・日) 

９：２０より入場可能 

氏 名  年 齢  

住 所  
連絡先 

（電話番号） 
 

 

当日の体温※当日検温後記入  （       度） □ 平熱を超えていません 

  

【チェック項目】 

下記項目について事業当日に確認していただき、チェック欄にチェックして担当者に提出してください。 

□本日及び利用前２週間において、以下の事項に該当しない 

・体調がよくない場合（例:発熱・咳・咽頭痛・倦怠感・息苦しさ・体が重いと感じる・疲れやすいなどの症状がある場

合） 

・嗅覚や味覚に異常のある方 

・同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合 

・過去１４日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等への渡航又は該当
在住者との濃厚接触がある場合 

□マスクを着用(持参)すること 

□こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒を実施すること 

□競技団体のガイドラインに沿った内容で指導を行うこと 

□感染防止のために施設管理者が決めたその他の措置の遵守、指示に従うこと 

□事業終了後においても、三つの密を避けること 

□利用終了後２週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、施設管理者に対して速やかに報告する
こと 

□大会2週間前から当日まではマスク無しの会食を避けること 

□受付時に東京版新型コロナ見守りサービスに登録すること （QRコードで簡単に登録できます） 

（参加者） 当日受付にご提出ください 

 

個人情報の取扱いについて 

（１）ご記入いただきました個人情報は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するために必要な範囲で利用させていただきます。利用目的にご同意の上、 

ご記入ください。 

（２）ご記入いただきました個人情報は、本人の同意なしに第三者へ提供しません。 

（３）当事業団が保有している個人情報の開示、訂正又は削除、及び利用停止の要求があった場合には、対応いたします。 

（４）開示・訂正等の手続き方法及び受付窓口等については当事業団ホームページをご覧いただくか、下記相談窓口までお問合せください。 

（５）個人情報をご提供いただくことは任意ですが、ご提供いただけない場合は（１）の目的が遂行できない場合があります。 

＜公益財団法人東京都スポーツ文化事業団 お客さま相談窓口＞ 

TEL：03-6380-4955   

メールでのお問合せ privacy@tef.or.jp 

＜個人情報保護管理者＞ 公益財団法人東京都スポーツ文化事業団 事務局長 



 
コロナ対策のため以下のデジタルツールをご活用ください 
 

～東京版新型コロナ見守りサービスについて～ 
本サービスは、都立施設で新型コロナウイルス感染症のクラスターが発生した場合に、施設の訪問履歴に基づき利用
者に迅速に感染情報を通知する仕組みです。 利用にあたっての登録は、アプリのダウンロードが不要な「都立施設
入館システム」とＬＩＮＥ「新型コロナ対策パーソナルサポート」から選択し、正面玄関入口に掲示してあるＱＲコ
ードをスマートフォン等のカメラで読み取ることで手軽に行うことができます。通知については、登録時に選択いた
だいたサービスで受け取ります。 

URL: https://www.digitalservice.metro.tokyo.lg.jp/ict/mimamori.html 

 
～新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）について～ 
○ 厚生労働省は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止に資するよう、新型コロナウイルス感染症対策テック

チームと連携して、新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA※）を開発しました。ご自身のスマートフ
ォンにインストールして、利用いただきますようお願いします。 

○ 接触確認アプリは、本人の同意を前提に、スマートフォンの近接通信機能（ブルートゥース）を利用して、
互いに分からないようプライバシーを確保して、新型コロナウイルス感染症の陽性者と接触した可能性につ
いて通知を受けることができます。 

○ 利用者は、陽性者と接触した可能性が分かることで、検査の受診など保健所のサポートを早く受けることが
できます。利用者が増えることで、感染拡大の防止につながることが期待されます。 

URL：https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/cocoa_00138.html 

 

 


